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Ⅱ．湖沼生態系管理



4， .居室タト~属酎也におけるアオコの侶慶占ニ培主義

相崎守弘，河合崇欣(国立公害研究所)，青山莞爾(東邦大学理学部)

1.はじめに

湖沼の水質管理は，これまで主に∞D，窒素及びリン等の理化学的指標に基づき行われてきた.

しかしながら，湖沼の環境問題の多くは，淡水赤潮やアオコの問題にみられるごとく生物学的要

因に基づくものが多い.従って，今後は生物を基準とした湖沼の水質管理が重要になるものと考

えられる.湖沼の富栄養化の進行にともない，異常増殖するプランクトンとして，ウログレナ，

ベリジニウム，アナベナ，ミクロキステイス等がよく知られている.これらの異常増殖をするプ

ランクトンを指標とした水質管理は，住民が感じる感覚的な水質汚濁とも一致し重要と考えられ

る。これらの中でも，ミクロキステイスの異常増殖(水の華)は一般にはアオコと呼ばれ，湖沼

の水質汚濁の象徴的存在になっていることから，最も重要な管理目標となると考えられる。

アオコを湖沼管理の基準として利用する場合，その制御要因を明らかにする必要がある.富栄

養化した湖沼でアオコが優占種となる機構についてはこれまで多くの研究がされてきた(高村，

1988) .高村(1989)が整理した結果では，アオコが優占する湖沼は栄養塩濃度が高く(だいた

い全リン浪度:80mgm-3以上，全窒素温度500m凹 3以上九水深13m以下の湖沼で，水温が17・C以上

の場合に限られている.しかしながら，これらの条件が満たされた湖ではアオコが必ず優占種に

なるかというと必ずしもそうではない.アオコの発生には N，P以外の要因が強く関与している

と考えられる.アオコが優占種となる機構はこれまでいろいろ考えられてきたが，大別すると①

アオコが他の蕩類に比べ増殖速度が速い，②他の蕩類に比べ捕食圧が低くまた沈降速度が遅いなど

生き残る率が高い，の 2つが考えられている.アオコを制御する要因としては，栄養虚潰度を低

下させる他，未知の要因が明らかになれば，そのコントロールによる制御も可能になると考えら

れる.現在考えられる制御要因としては，鉄，溶存有機物，銅，凶及び炭酸ガス等がある.

アオコは富栄養化した湖沼では，毎年のように大発生しているところも多いが，実験室での培

養はかなりむずかしく，また屋外で任意に優占培養する方法は明らかになっていない.本研究で

は，屋外でアオコを任意に優占培養するための条件を明らかし，アオコの発生メカニズムや，コ

ントロール手法を明らかにすることを目的に.屋外水槽及び実験池におけるアオコの優占培養を

試みた.

2.実験方法

2. 1 屋外水槽を用いた実験

これまで得られた知見に基づき，凶，鉄及び EDTAの影響について主に調べた.実験には霞ヶ

浦臨湖実験施設の屋外に設置した2∞リット Jレ容量のポリカーボネイト製水槽12個を用いた.各実

験水槽には，霞ヶ浦の除濁湖水(砂漉過湖水)200リットJレに， KfHO. (P; 0.4伽g/l)と NaN03
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5．木崎湖における生物相の変遷　
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6．相模湖(神奈川県)に大発生する藻類の現状とその抑制　
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7．カビ臭生成　Ｐｈｏｒｍｉｄｉｕｍ　ｔｅｎｕｅ　の細菌および微小動物による分解 ・ 除去　























972240 第2回　環境容量シンポジウムー流域管理と湖沼生態系管理ー
　資料




	Ⅰ．流域管理
	1．流域の汚濁負荷レベルと汚濁負荷構造
	2．流域構造と流域管理
	3．環境負荷量配分計画のコンフリクト分析－閉鎖性水域を対象として

	Ⅱ．湖沼生態系管理
	4．屋外実験池におけるアオコの優占培養 
	5．木崎湖における生物相の変遷　
	6．相模湖(神奈川県)に大発生する藻類の現状とその抑制　
	7．カビ臭生成　Ｐｈｏｒｍｉｄｉｕｍ　ｔｅｎｕｅ　の細菌および微小動物による分解 ・ 除去　

	資料

